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平成27年度筑波大学社会貢献プロジェクト
f東北3県柔道キャラパンJ活動報告
J 1I戸湧也1)，増地克之2)，小野卓志2)，
1. はじめに
本学柔道部では，平成 25年度より筑波大学
社会貢献プロジ、エクトの一環として東日本大震
災における被災地域である東北地方の3県(岩
手県，宮城県，福島県)を対象とした柔道教室
を開催している。
3年iヨとなる今回は宮城県登米市の豊郷柔道
クラブならびに福島県南相潟市原1I1T柔道スポー
ツ少年団に本学柔道部関係者を派遣し指導者
ならびに少年柔道家に対する実技指導を実施し
た。
本稿では， 2日間にわたって実施された柔道
教室の様子を報告する。
2. 実施期間
平成 27年 12月四日(土)~ 12月20日(日)
3. 実施場所
「登米市総合体育館J(登米市寺池自子待井
10) 
「南キI~馬市スポーツセンターJ (南祁馬市原1IJ
桜井IftJ2-200) 
4. 講師
①増地克之(体育系准教授， 講道館柔道六段，
平開拓晃3)，秋本啓之4)，近藤 俊 1)
本学柔道部監督)
②小野卓志(体育系特任助教，講道館柔道六段，
本学柔道部コーチ)
③平開拓晃(人時総合科学研究科3年生博士課
程 1年次，講道館柔道五段，本学柔道部コー
チ)
④秋本啓之(了徳寺学関職，平成平23年修了，
講道館柔道五段)
⑤JlI戸湧也(人間総合科学研究科体育学専攻2
年次，講道館柔道1m段)
⑥近藤 俊(人1丹総合科学研究科体育学専攻2
年次，講道館柔道三段)
5. 参加者
参加者は2日間合わせて総勢68名であった。
内訳は以下に示す通りである。
「登米市総合体育館J43名(豊里柔道クラブ
25名，一関学院高校 17名，天掌塾 1名)
Ir持相馬市スポーツセンターJ25名(原IlJ柔
道スポーツ少年間 25名)
6. 実施内容
12月19日(土)
15 : 00 I~~講式
豊里柔道クラブ会長の佐々木秀徳氏より歓迎
の挨拶が述べられた，続いて増地氏より本事業
1 )筑波大学大学院人間総合科学研究科時士前期謀程体育学専攻
2 )筑波大学体育系
3)筑波大学大学院人間総合科学研究科3年制博士課程スポーツ医学専攻
4 )了認寺学圏
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の趣旨についての!託明と講師の紹介が行われ
た。
15 : 10 準備;運動
川Fi氏と近藤氏の指針によってウォーミング
アッフ。が行われ. ダッシュや阿il!三述動が行われ
た。
15 : 40 品:守
はじめに小野氏より 11人JJJむの ~~LI別が行われ
た，杭し、て千|持氏より「一本背負投」のi切りjが
:( Jわれた。 故後に秋本氏より「背負投jの説明
がれ:われた O
1 7 : 00 f1iLI)( 
Ii'lJ'i':IiIWがえに立ち.2分 x10本の乱lfxを行っ
fこ口
18 : 00 1:~11;ì'lf.式
JI;( J由j天;より今i己i派遣された議f1ili悼のサインが
iRかれた色紙と 2015年1界選手権者である水
制i虫剤氏(体育専門学昨 4~I三次)のサイン色紙
が千j度され. I討論式とした。
12 n 20 Ll (1こ1)
13 : 00 IJトj校式
n;{IlIj"柔道スポーツ少年1理事長の大tfi清詩氏
ならびに)有利}iltm-長代J'Hから歓迎の挨拶が述べ
られ. uij Hと同様に増地氏より本事業の趣旨に
ついての品!月と講師liの紹介が行われた。
13 : 10 準備運動
HllIT柔道スポーツ少年間の団員によって，ス
写真 l 宮城県登米市での指導
ポーツ少年[flが通常実施している内容の準備運
動を行った。
13 : 30 寝技の講習
I13地氏より寝技の補強運動の意義と行し¥]5に
ついて講習が行われた。特に寝技の場面iにおい
てキ11子に背 1:1:1 を ríi] けずに ~;i-ì~~ に正対することにつ
いてir!示しながら説l列がなされた。
14 : 00 立ち;支のJ昨宵
小W}氏より[体活J.秋本氏より「背負投J
の説明がそれぞれ行われた。
15 : 00 乱
8iT Iミ!と!可様 I1昨日ijl¥ilがJ乙に立ち.2分 x10 
本の乱Ifxを行った。
15 : 30 意見交換会・開講式
乱ll~の後，指導者ならびに生徒との意見交換
会が行われた。その後.軽石IJし相互にネしを交わ
した。最後に全員で記念撮影を行いすべてのほ
お:が終了した。
7 総括
「登米市総合体育館」では豊里柔道クラブの
生徒が1:1心であったが、昨年訪問した一関学院
高校の生徒も来場しており，小学生から高校生
までの11m広い年齢の子どもたちを対象に指導を
おこなった。そのため指導では技の特鍛や基本
的なポイントについて重点的に説明が行われ
た。より発展"19な段措にある高校生などには講
師が巡回中に個別に指導に当たった。
写真2 福島県南相.I~訂11での指導
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「市村I，UわIxスポーツセンター」においては指
導対象が小学生で1I心であったため，乱取の1寺
I¥Jを多く lfx_り.一緒に稽古を行う 1寺|却を多く設
けた。
し、ずれの会場においても fども迷をはじめ指
導 J白{県護者より講nml:IIに対して多く PJI日jが谷
せられた。 15に技術指導の lí%-~のポイントについ
て.試令に I:!~{~ む j111 の心持ち， 子どもが詳しが
ちな IÍ民組に対ーするアプローチ U~など指導者から
の質問が多かった。このように指導者とも
交換ができたことは微力ではあるが対象地域の
柔道の発展に貢献できたであろう。
本事業のさらなる充実を図るために，今後は
現場の指導者の安求を事前にリサーチするな
ど， 子どもたちだけでなし指導者に対する講
習内容の改善と充実を目指していきたい。何よ
り今後も本事業を継続することによって，東北
3 県における柔道の普及.振~~~.発展に注力し
ていきたし」
最後に.今回の柔道教室 I~可能にご尽力\，\ただ
いた関係各位に御礼を 1j:Iし上げ，報告とさせて
]頁く。
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